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令和 7 年第 1回板野町議会臨　時会令和 7 年第 1回板野町議会臨　時会 8 月 8 日に行われ
合計 3 案件（報告１案件・選挙１案件・議案１案件）全て可決されました。

ごみ処理環境組合から脱退を可決！
　板野町議会は、去る８月８日に開催された臨時会において、阿波市・板野町・

上板町の１市２町で組織する中央広域環境施設組合からの脱退に関する議案を

全会一致で可決しました。玉井町長の「予算の積算根拠や施設稼働後のランニ

ングコストが示されない組合に残るより、脱退してごみ処理にかかる費用を町

で試算し、町民に示す方がより良い選択だと思った」という提案理由に議員 12

名全てが賛同しています。かねてより中央広域環境施設組合（以降、組合）に

対する不信が一部議員より追求されてきましたが、１市２町の長年の関係性や

具体的な代替案が計画できなかったことなどから、新ごみ処理施設の稼働に関

する予算を可決してきました。ですが、令和６年６月の定例会で議案となった

山口県へのごみ運搬費用の議案審議で、このまま組合に任せているのはリスク

が高いと多くの議員が危機感を持ち、新処理施設の予算審議に備えて検討して

まいりました。議会から組合に対する詳細ヒアリングや質問に対する回答要求

などを行いましたが、予算可否を判断できる情報はほぼないに等しく、脱退に

向けた勉強会、各議員による調査などを重ね、今回の議決に至りました。

￨ 脱退した後、板野町はどうするの？ ￨
　板野町単独でごみ処理施設を整備して運営
するか、ごみ処理をしている施設に委託する
かなどを選択することになります。ごみ処理
施設は、自治体が運営している施設と民間が
運営している施設があります。自治体が建設
し運営している施設を「公設公営」、民間企業
が建設し運営している施設を「民設民営」と
いいます。複数の選択肢がある中、建設費な
どの初期費用やランニングコストを考えると、
玉井町長も報道で言及していた民設民営の施
設に委託する形が現実的選択ともいえます。
議会としては、今後どのような方式を選択す
るか、東根新町長や環境生活課の職員ととも
に検討していきたいと考えています。

￨ 板野町のごみが滞ることはないの？ ￨
　現在の板野町のごみは、組合の一員として阿波
市の積替施設（元焼却場を改造した施設※詳しく
は P10 参照）でコンテナに積み替え、山口県まで
運搬し焼却をしています。脱退表明から２年は組
合を抜けることができない規約となっており、山
口県での焼却は令和 10年３月 31日まで継続する
こととなります。

積替施設
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令和 7 年第 1回板野町議会臨　時会令和 7 年第 1回板野町議会臨　時会
これまでの経緯

 ７月17日【全員協議会】
　阿波市・板野町・上板町、１市２町で同日に全員協議会を開催し、中央広域環境施設組合より、
新ごみ処理施設整備事業について、今後のスケジュールや施設概要、施設整備費、敷地造成費、土
地貸借料等について、総額 92 億 8,500 万円との説明があったが、事業費が高額になった根拠の説
明がなく、また、運営費についても組合側から金額の提示がなかった。
 ７月29日【議員勉強会】
　議員勉強会を開催し、ごみ処理施設整備費にかかる板野町の負担額や単独整備・民間処理委託な
どについて検討した。
 ８月４日【議会運営委員会】

 ８月８日【全員協議会・臨時会】
　全員協議会で議案の説明、その後の臨時会において、「議案第１号中央広域環境施設組合からの脱
退について」を全会一致で可決した。

　中央広域環境施設組合からは、７月 17日、「トンネルコンポスト方式」のごみ処理施設建設予算
92億 8,500 万円が提示されました。これだけ莫大で専門知識を要する予算にもかかわらず、短期間
で審議し、議決することが議会に求められました。また、再三要求していたランニングコストも不
明のままでした。当然審議できるはずもなく、臨時会は先延ばしとなりました。議会では、全国的
にも実例の多い “ストーカ式焼却炉 ”（強い火で効率的に燃やし灰にする方式）の建設予算を概算。
ストーカ炉の耐久年数を 40年として長期的スパンで比較し、脱退を検討する際の判断材料のひとつ
としました。

￨ 議決結果について ￨
　今回の議決は判断材料が少ない中、板野町
の将来に少しでも負担をかけない選択を議員
各々で考え脱退の道を選びました。これから
東根新町長や職員には大きな負担をかける選
択であると感じています。ですが、最善の選
択となるように議会も共に新しい道を模索提
案していく所存です。報道を見聞きしてご不
安の方もいらっしゃるかと思いますが、今回
の選択をご理解のほどお願いいたします。

￨ 脱退を選択した大きな要因 ￨
　中央広域環境施設組合が選択しているのは「ト
ンネルコンポスト方式」。廃棄物を焼却せずに、微
生物の力で発酵・分解させて処理する方式です。
初期費用が抑えられ、二酸化炭素も出ない理想的
な方式ということで、令和元年、組合の方式とし
て採用されスタートしました。ですが、当初 73
億円だった建設費は92億8,500万円に膨れ上がっ
ています。また、発酵処理後に残る残

ざん
渣
さ
プラスチッ

クを処理するためにリサイクル工場に運ぶ費用や
リサイクルされた商品（又は燃料）を販売先に運
ぶ費用、最終残

ざん
渣
さ
物を処理する費用など、ごみ処

理のランニングコスト以外に、更に大きなコスト
が増える見込みです。組合では、その詳細がまだ
何も決まっていません。
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令和 7 年第 2 回板野町議会定  例会提出議案令和 7 年第 2 回板野町議会定  例会提出議案 会期は 6 月 3 日 ~6 月 12 日
合計14案件（報告４案件・議案10案件）

全て可決されました。

8,530 万円 追加8,530 万円 追加
令和７年度板野町一般会計補正予算（第１号）

« 主な補正の内容と補正額 »
住民税等定額減税補足給付金給付事業� 7,764 万円

	 住民税等定額減税に関連したシステム改修委託料及び給付金等
映画ＰＲ事業負担金� 250 万円

	 映画「道草キッチン」ＰＲ実行委員会に対する負担金
高齢者補聴器助成金� 60 万円

	 65 歳以上の高齢者の方を対象に補聴器購入の補助
副校長・教頭マネジメント支援事業等� 381 万円

	 副校長・教頭マネジメント支援事業等に係る支援員の人件費
教材備品購入代� 3,132 万円（使用料及び賃借料からの組替え）

	 GIGAスクール事業に係るソフトウェアについて、複数年のライセンス購入契約を行うため

352 万円 追加352 万円 追加
令和７年度板野町一般会計補正予算（第２号）

空調設備設置工事� 195 万円
	 町民センター２階のホールに設置
特別会計繰出金� 157 万円

	 水道使用料免除の減収額に対し、物価高騰重点支援地方交付金を充てるため水道事業会計へ繰出し

収益的収入 157 万円 追加収益的収入 157 万円 追加
令和７年度板野町水道事業会計補正予算（第１号）

他会計補助金（歳入）� 157 万円
	 一般会計からの繰入れ
企業債利率を 3.0％以内から 5.0％以内に引上げ

	 近年、企業債の借入利率が上昇傾向にあることから引上げを行うもの。
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令和 7 年第 2 回板野町議会定  例会提出議案令和 7 年第 2 回板野町議会定  例会提出議案
　 

条
例
改
正

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
板
野
町
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う

も
の
。
主
な
改
正
点
は
、
個

人
住
民
税
の
令
和
８
年
度
課

税
分
か
ら
「
特
定
親
族
特
別

控
除
」
を
追
加
し
、
大
学
生

年
代
の
子
等
の
給
与
収
入
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、

控
除
対
象
を
拡
充
。
ま
た
、

身
体
障
が
い
者
等
の
軽
自
動

車
税
減
免
申
請
時
に
免
許
証

の
代
わ
り
に
、
免
許
情
報
の

記
録
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
提
示
で
も
申
請
を

可
能
と
す
る
も
の
。

●
板
野
町
公
共
下
水
道
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

標
準
下
水
道
条
例
に
お
い

て
、
大
規
模
災
害
等
の
非
常

時
に
市
町
村
長
が
認
め
た
場

合
、
他
の
市
町
村
長
の
指
定

を
受
け
た
指
定
工
事
店
で

あ
っ
て
も
、
排
水
設
備
等
の

工
事
を
可
能
と
す
る
改
正
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

条
例
に
も
同
様
の
改
正
を
す

る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

板
野
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う

も
の
。
主
な
改
正
点
は
、
課

税
限
度
額
の
見
直
し
と
低
所

得
者
に
係
る
軽
減
措
置
の
拡

充
を
図
る
も
の
。

●
板
野
町
重
度
心
身
障
が
い

者
等
に
対
す
る
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

徳
島
県
の
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
父
ま
た
は
母
の
助
成
対

象
が
令
和
７
年
10
月
診
療
分

よ
り
通
院
及
び
入
院
に
拡
大

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町

に
お
い
て
も
助
成
対
象
を
拡

大
す
る
た
め
に
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

●
板
野
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

選
挙
長
、
選
挙
立
会
人
等

の
報
酬
額
に
つ
い
て
、
上
位

法
の
「
国
会
議
員
の
選
挙
等

の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す

る
法
律
」
に
掲
げ
る
額
と
す

る
こ
と
で
、
同
法
に
定
め
る

報
酬
額
が
改
正
さ
れ
た
場
合

に
お
い
て
も
条
例
を
改
正
す

る
こ
と
な
く
対
応
を
可
能
と

す
る
も
の
。

　
永
井　
英
孝　
氏

　 
板
野
町
固
定

　 

資
産
評
価
員
の

選
任
に
同
意

　 

そ
の
他

●
令
和
６
年
度
板
野
町
一
般

会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
に
お
い
て
45
万
円
の
繰

越
し
を
行
う
も
の
。

●
令
和
６
年
度
板
野
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
住
民
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運

営
事
業
に
お
い
て
１
，４
１
０
万

円
、
町
民
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

と
し
て
２
，９
６
１
万
円
、
中
央

広
域
環
境
施
設
組
合
負
担
金
と

し
て
３
，３
６
２
万
円
な
ど
、
合

計
11
件
、
１
億
３
，４
４
６
万

円
の
繰
越
し
を
行
う
も
の
。

●
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

か
ら
の
吉
野
川
市
の
脱
退

に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　

吉
野
川
市
が
脱
退
す
る
こ

と
に
伴
う
も
の
。

●
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
で
あ
る
「
松
茂
町
ほ
か

二
町
競
艇
事
業
組
合
」
が
名

称
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、

規
約
の
変
更
が
必
要
と
な
り

一
部
改
正
を
行
う
も
の
。

●
令
和
７
年
度
板
野
町
小
中

学
校
学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
機
器
一
式
購
入
に
係
る

契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

　

小
中
学
校
学
習
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機
器
一
式
購
入
の

た
め
の
契
約

締
結
を
行
う

も
の
。

※�

Ｐ
10
～
11

参
照各

提
出
議
案
の
詳
し
い

内
容
は
、
板
野
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
会

議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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一　般　質　問

一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

消防団入団の
資格要件とは！

質問事項：大学生の消防団入団について

問
現
在
、
板
野
町
に

は
五
つ
の
分
団
が

あ
る
が
、
20
代
の
若
い
世

代
の
団
員
は
数
え
る
ほ
ど

で
あ
る
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
る
現
在
、
若
い
世
代
の

知
恵
と
行
動
力
は
必
要
不

可
欠
だ
。

　
板
野
町
に
は
、
徳
島
工

業
短
期
大
学
が
あ
る
。
大

学
生
が
消
防
団
に
入
団
す

れ
ば
、
は
か
り
知
れ
な
い

効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
っ

て
い
る
。
板
野
町
に
は
、

消
防
団
に
入
団
す
る
条
例・

資
格
要
件
は
あ
る
か
。

答
板
野
町
消
防
団
員

の
任
用
に
つ
い
て

は
、「
板
野
町
消
防
団
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服

務
等
に
関
す
る
条
例
」
第

３
条
に
お
い
て
、
団
長
が

資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち

か
ら
、
町
長
の
承
認
を
得

て
任
命
す
る
こ
と
と
定
め

て
い
る
。
同
条
で
、
団
員

と
な
る
た
め
の
資
格
と
し

て
定
め
て
い
る
要
件
は
、

次
の
３
点
で
あ
る
。

　

一
つ
、
当
該
消
防
団
の

区
域
内
（
す
な
わ
ち
、
板

野
町
内
）
に
居
住
し
て
い

る
者
又
は
勤
務
す
る
者
。

　

一
つ
、
年
齢
満
18
歳
以

上
で
あ
る
者
。

　

一
つ
、
志
操
堅
固
で
か

つ
身
体
強
健
な
者
。

問
徳
島
工
業
短
期
大

学
に
、
県
内
の
学

生
だ
け
で
な
く
、
県
外
か

ら
の
学
生
ま
た
留
学
生
を

対
象
に
消
防
団
に
入
団
す

る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か

を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

女
子
が
３
名
、
男
子
が
数

名
の
希
望
者
が
い
た
。
２

年
間
、
消
防
団
で
活
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
安
全
を
守
る
重
要
な

役
割
を
担
い
、
住
民
と
積

極
的
に
関
わ
り
交
流
を
図

る
こ
と
は
、
板
野
町
に
と
っ

て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も

有
益
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
徳
島
工
業
短
期

大
学
と
板
野
町
は
、
地
域

防
災
の
向
上
に
向
け
た
連

携
を
強
化
し
、
災
害
発
生

時
に
避
難
所
と
し
て
活
用

す
る
た
め
の
協
定
を
締
結

し
、
防
災
倉
庫
も
設
置
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

防
災
へ
の
取
組
が
整
備
さ

れ
て
い
る
徳
島
工
業
短
期

大
学
の
学
生
に
是
非
、
我

が
町
の
消
防
団
に
入
団
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
板
野
町
に
住
民
票
が

あ
れ
ば
、
県
外
か
ら
の
学

生
や
留
学
生
の
入
団
は
可

能
か
。

答
学
生
又
は
留
学
生

の
方
に
つ
い
て
も
、

三
つ
の
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、

入
団
は
可
能
で
あ
る
。
団

員
の
減
少
や
高
齢
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
現
在
は

町
内
居
住
者
に
限
定
さ
れ

る
が
、
徳
島
工
業
短
期
大

学
の
学
生
・
留
学
生
が
消

防
団
に
入
団
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
町
か
ら
も
お

願
い
を
し
て
い
る
。
町
外

に
居
住
し
町
内
の
学
校
に

通
学
す
る
18
歳
以
上
の
学

生
等
で
、
本
町
消
防
団
へ

の
入
団
を
希
望
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
条
例
改
正
が

必
要
と
な
る
の
で
、
今
後
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
町
民
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

レ
に
つ
い
て

楠
くす

本
もと

　千
ち

 議員
ぐさ
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一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ごみ減量化に
向けた取組を！

質問事項：ごみの減量化について

問
現
ご
み
処
理
施
設

で
の
焼
却
処
理
は
、

地
元
と
の
協
定
で
20
年

間
、
令
和
７
年
７
月
末
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
期
限
ま
で
に
は
新
ご

み
処
理
施
設
は
出
来
ず
、

新
施
設
が
出
来
る
ま
で
の

２
年
８
か
月
間
、
ご
み
処

理
は
山
口
県
萩
市
ま
で
搬

送
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

積
替
保
管
の
た
め
の
施
設

の
改
造
や
運
送
処
理
な
ど

費
用
は
約
35
億
円
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　
ご
み
に
な
る
も
の
を
分

別
回
収
し
、
ご
み
処
理
費

用
を
縮
減
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
専
門
家
な
ど

を
招
い
て
、
ご
み
減
量
化
・

分
別
に
つ
い
て
研
修
会
を

し
て
は
ど
う
か
。

答
板
野
町
消
費
生
活

相
談
所
に
お
い
て
、

毎
年
、
道
の
駅
「
い
た
の
」

で
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の

取
組
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。
環
境
生
活
課
か
ら
も

講
師
と
し
て
参
加
し
、
ご

み
の
減
量
化
と
地
球
温
暖

化
対
策
と
い
う
テ
ー
マ
で

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、

ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る

お
話
し
を
す
る
機
会
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
専
門

的
な
講
師
に
よ
る
講
座
な

ど
も
消
費
生
活
相
談
所
と

協
議
し
な
が
ら
、
検
討
し

た
い
。

問
ご
み
で
は
な
く
分

別
が
で
き
れ
ば
資

源
に
つ
な
が
る
。
何
よ
り

も
１
点
で
も
多
く
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
、
ご
み

の
減
量
化
、
経
費
の
軽
減
、

環
境
に
も
配
慮
し
た
こ
と

に
な
る
。

　

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
を
回
収
し

て
は
ど
う
か
。

答
歯
ブ
ラ
シ
や
ス

プ
ー
ン
な
ど
個
別

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

は
、
再
生
利
用
を
行
う
製

造
メ
ー
カ
ー
や
回
収
団
体

ま
た
近
隣
市
町
の
取
組
状

況
な
ど
、
回
収
量
や
運
搬

方
法
・
処
理
費
用
な
ど
情

報
を
収
集
し
、
今
後
の
検

討
課
題
と
す
る
。

問
環
境
問
題
は
、
将

来
の
生
活
に
お
い

て
避
け
て
通
れ
な
い
問
題

で
あ
る
。
学
校
で
の
環
境

学
習
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
小
学
校
で
は
、
主

に
４
年
生
と
６
年

生
の
社
会
科
と
家
庭
科
の

授
業
に
お
い
て
、
ご
み
の

「
分
別
」
と
「
減
量
」
に

つ
い
て
学
習
を
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が

未
来
に
向
け
て
、
で
き
る

こ
と
を
考
え
、
実
践
す
る

力
を
育
て
て
い
る
。

　

併
せ
て
環
境
負
荷
を
減

ら
す
基
本
的
な
考
え
方
で

あ
る
「
４
Ｒ
」「
リ
デ
ュ
ー

ス
（
減
ら
す
）」「
リ
ユ
ー

ス（
繰
り
返
し
使
う
）」「
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
生
し
て
使

う
）」
更
に
は
「
リ
フ
ュ
ー

ズ
（
発
生
さ
せ
な
い
）」

に
つ
い
て
も
学
習
し
て
い

る
。
ご
み
を
減
ら
す
大
切

さ
と
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
文
化
の
館
・
図
書
館
で

の
催
し
に
つ
い
て

●
古
文
書
に
つ
い
て

石
いし

田
だ

　実
みのる

 議員
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一　般　質　問

一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

みんなでごみ削減に
向け意識改革を！

質問事項：
ごみ削減に向けた周知・取組みについて

問
現
在
、
板
野
町
は

山
口
県
で
ご
み
を

焼
却
す
る
予
定
と
し
て
お

り
、
10
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に

つ
き
40
万
円
の
多
大
な
運

搬
費
が
発
生
す
る
。
ご
み

削
減
を
広
く
周
知
し
、
協

力
を
仰
ぎ
運
搬
費
を
削
減

で
き
れ
ば
、
大
切
な
税
金

を
別
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

回
す
こ
と
も
で
き
る
。
板

野
町
が
ピ
ン
チ
で
あ
る
状

況
を
説
明
し
、
多
く
の
方

に
ご
み
削
減
に
協
力
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
広
報
を
し
て
い
る

か
聞
き
た
い
。

答
生
ご
み
処
理
機
購

入
補
助
金
及
び
資

源
ご
み
回
収
団
体
報
奨
金

そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
引
上
げ

の
お
知
ら
せ
と
、
ご
み
削

減
の
お
願
い
を
板
野
町

H
P
と
６
月
号
の
広
報
紙

に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
、
周

知
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
・
Ａ
Ｉ

テ
レ
ビ
で
の
放
送
を
継
続

し
て
行
う
。

問
告
知
内
容
を
見
た

が
、
山
口
へ
の
ご
み

運
搬
等
の
詳
細
説
明
が
な

く
、
危
機
的
状
況
を
ど
れ

だ
け
の
方
に
理
解
い
た
だ

け
た
か
疑
問
が
残
る
。
楽

な
こ
と
か
ら
大
変
な
こ
と

へ
意
識
を
変
え
る
の
は
大

変
だ
が
、一人
一
人
が
ご
み

問
題
を
自
分
ご
と
と
し
て

行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

大
切
。
役
場
と
議
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
ご
み
削
減

の
協
力
を
直
接
周
知
す
る

出
前
授
業
を
検
討
で
き
な

い
か
。

答
議
員
各
位
に
よ
る

学
校
等
へ
の
出
前

授
業
に
つ
い
て
、
町
と
し

て
協
力
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。
町
全
体
の
重
要
課

題
と
し
て
、
ご
み
削
減
の

研
修
会
・
周
知
等
を
積
極

的
に
推
進
し
た
い
。

問
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
リ

サ
イ
ク
ル
し
や
す

い
優
秀
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。

ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る
燃

や
せ
る
ご
み
の
約
25
％
は

雑
紙
（
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
、

包
装
紙
、
紙
箱
、
紙
袋
、

封
筒
な
ど
）
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

を
上
げ
れ
ば
、
町
の
燃
え

る
ご
み
を
大
幅
に
削
減
可

能
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
雑

紙
の
回
収
方
法
を
改
め
て

検
討
す
る
予
定
は
あ
る

か
。答

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

町
民
セ
ン
タ
ー
・

町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・

南
公
民
館
の
３
か
所
で
現

在
、
回
収
し
て
い
る
が
、

学
校
な
ど
増
や
せ
る
よ
う

検
討
す
る
。
雑
紙
は
、
学

校
単
位
な
ど
団
体
で
新
た

な
回
収
場
所
を
検
討
す

る
。そ

の
他
の
質
問

●
学
校
図
書
室
の
活
用
支

援
に
つ
い
て

藤
ふじ

田
た

　千
ち

穂
ほ

 議員
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入所希望者へ
幅広い選択肢を！

質問事項：板野町養護老人ホームについて

問
板
野
町
の
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
概
要
の

説
明
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
質
問
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
、
現
在
の
板
野

町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利

用
状
況
は
。

答
定
員
50
名
の
と
こ

ろ
、
令
和
７
年
５

月
末
現
在
で
17
名
と
な
っ

て
い
る
。

再
問
定
員
に
対
し

て
、
半
数
以

下
の
入
所
し
か
な
い
。
定

員
割
れ
を
し
て
い
る
理
由

は
。答

昨
今
で
は
介
護
保

険
法
の
成
立
と
と

も
に
、高
齢
者
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
付
き
住
宅
な
ど
も
普

及
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

選
択
肢
の
幅
が
広
が
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

問
施
設
が
古
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
選

ば
れ
に
く
い
と
い
う
の
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
。

　

続
い
て
、
入
所
に
係
る

措
置
制
度
の
説
明
を
お
願

い
し
た
い
。

答
「
入
所
判
定
委
員

会
」
に
お
い
て
措
置

の
可
否
に
つ
い
て
、
判
定

を
行
う
。
現
在
、
板
野
町

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
定

員
に
空
き
が
あ
り
、
原
則

と
し
て
、
板
野
町
の
住
民

の
方
は
板
野
町
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
措
置
と
な
る
。

再
問
ほ
か
の
市
町

村
の
新
し
い

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
も

あ
る
。
そ
こ
へ
の
希
望
は
、

な
ぜ
だ
め
な
の
か
。

　

理
由
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
板
野
町
の
措
置
と

い
う
こ
と
で
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
定
員
で
空

き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
へ
措
置
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

問
板
野
町
が
決
定
す

る
措
置
で
、
本
人
の

希
望
は
聞
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

　

次
に
、
板
野
町
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
築
年
数
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
板
野
町
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
、
昭
和

31
年
３
月
に
認
可
、
昭
和

48
年
に
北
館
と
食
堂
を
新

設
し
、
昭
和
54
年
に
南
館

を
建
て
替
え
、
昭
和
55
年

に
管
理
棟
を
建
て
替
え
て

い
る
。

問
現
在
の
耐
震
基
準

と
か
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
大
丈
夫
な
の
か
。
17

人
の
方
が
寝
泊
ま
り
さ
れ

て
い
る
。
耐
震
基
準
に
つ
い

て
、お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

答
も
う
70
年
経
過
し

て
お
り
、
耐
震
診

断
、
工
事
を
当
然
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
た
だ
、

財
政
面
も
あ
る
の
で
、
改

修
と
い
っ
て
も
、
計
画
的

に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

再
問
他
の
耐
震
基

準
に
適
合
し

た
施
設
も
選
べ
る
よ
う
に
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
本
人

が
選
択
で
き
る
よ
う
な
形

に
今
現
在
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

答
す
ぐ
に
改
修
等
が

で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢

と
い
う
の
も
必
要
か
と
思

わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
検
討
課
題
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

事
業
に
つ
い
て

●
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
に
つ
い
て

三
み

原
はら

　大
だい

輔
すけ

 議員
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全
員
協
議
会
報
告

全
員
協
議
会
報
告

　

６
月
３
日
開
催
、
全
員

協
議
会
で
の
各
担
当
課
か

ら
の
報
告
内
容
等
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

積
替
保
管
施
設
に
つ

い
て

　

令
和
７
年
８
月
以
降
、

中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

で
の
ご
み
焼
却
処
理
は
行

わ
な
い
。
積
替
保
管
施
設

と
し
て
改
造
し
、
ご
み
を

施
設
外
へ
搬
出
し
て
処
理

を
行
う
。

広
域
斎
場
整
備
事

業
に
つ
い
て

広
域
斎
場
整
備
事
業
請
負

契
約
に
つ
い
て
仮
契
約
を

締
結

　

石
井
町
・
神
山
町
・
板

野
町
の
３
町
で
進
め
て
い

る
広
域
斎
場
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
設
計
・
施
工
等

を
請
負
う
企
業
グ
ル
ー
プ

を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
よ
り
募
集
、
広
域
斎
場

事
業
者
選
定
委
員
会
で
選

定
委
員
と
し
て
板
野
町
か

ら
も
参
加
し
、
審
査
を
行

い
、
合
格
と
な
っ
た
た
め
、

石
井
町
に
お
い
て
契
約
保

証
金
手
続
を
経
て
、
仮
契

約
を
締
結
し
た
。
負
担
金

の
財
源
は
、
充
当
率
75
％

の
「
一
般
単
独
事
業
債
」

を
充
て
る
予
定
。
ま
た
、

広
域
斎
場
用
地
の
前
面
道

路
の
改
良
工
事
は
、
予
定

ど
お
り
に
設
計
業
務
が
進

行
し
て
お
り
、
令
和
７
年

度
内
に
斎
場
施
設
の
正
面

部
分
な
ど
一
部
の
区
画
に

つ
い
て
工
事
に
着
手
す
る

予
定
と
の
報
告
を
受
け

た
。

町
民
セ
ン
タ
ー
２

階
ホ
ー
ル
空
調
機

設
置
に
つ
い
て

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー

ル
に
空
調
機
２
基
を
設
置

　

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
て

す
ぐ
の
ホ
ー
ル
に
空
調
機

を
設
置
す
る
た
め
の
予
算

補
正
に
つ
い
て
、
説
明
が

あ
っ
た
。

小
中
学
校
学
習
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器

一
式
購
入
に
係
る
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

小
中
学
校
学
習
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
合
計
９
４
０
台

購
入

　

現
在
使
用
し
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
児
童
生
徒
に

９
７
９
台
、
現
状
９
９
１

台
の
運
用
を
開
始
し
、
端

末
の
耐
用
年
数
で
あ
る
５

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

令
和
７
年
度
当
初
予
算
で

５
，７
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。
購
入
に
当

た
っ
て
は
、
公
立
学
校
情

報
機
器
整
備
費
補
助
金
、

補
助
率
は
３
分
の
２
、
1

台
当
た
り
５
万
５
，

０
０
０
円
を
活
用
す
る

が
、
共
同
調
達
に
よ
る
端

末
の
購
入
が
補
助
の
要
件

に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
５
月
23
日
、
県
で

中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

�

で
の
積
替
保
管
の
概
要

①�
積
替
作
業
は
、
工
場
棟
の

ご
み
ピ
ッ
ト
前
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
。
ま

ず
、
ご
み
収
集
車
か
ら
可

燃
ご
み
を
荷
下
ろ
し
し
、

コ
ン
ベ
ア
を
利
用
し
て
、

水
密
容
器
に
投
入
、
バ
ッ

ク
ホ
ー
で
容
器
の
中
に
押

し
込
む
。
満
杯
に
な
っ
た

容
器
は
リ
フ
ト
を
利
用

し
、
容
器
を
入
れ
替
え
る

作
業
を
繰
り
返
し
行
う
。

②�

臭
気
対
策
は
、
既
存
の
エ

ア
カ
ー
テ
ン
に
加
え
、
噴

霧
器
を
設
置
し
、
消
臭
剤

を
噴
霧
す
る
。
ま
た
、
積

替
え
を
行
う
コ
ン
ベ
ア
に

も
噴
霧
器
を
設
置
し
、
直

接
可
燃
ご
み
に
消
臭
剤
を

噴
霧
す
る
。
満
杯
と
な
っ

た
水
密
容
器
に
蓋
を
し

て
、
当
日
又
は
翌
日
に
施

設
外
へ
搬
出
す
る
。

③�

ご
み
の
運
搬
方
法
は
、
ウ

イ
ン
グ
車
を
７
台
使
用

し
、
１
台
に
つ
き
約
10
ｔ

の
ご
み
を
積
み
込
ん
で
、

１
日
最
大
70
ｔ
の
ご
み
を

搬
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

～仮契約の内容～

●建設業務
　「株式会社 奥村組 四国支店」

●設計及び工事監理業務
　「株式会社 内藤建築事務所」

●契約金額（全体）
　�31 億 9,000 万円うち、板野
町負担額 9億 7,530 万円

　令和７年度中は施設の設計を
行い、令和８年度・９年度に建
設工事を行う。

工事費見込額（２基）195 万円
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共
同
調
達
の
一
般
競
争
入

札
が
執
行
さ
れ
、
本
町
を

含
む
郡
内
全
て
の
町
と
勝

浦
町
・
神
山
町
の
７
町
の

学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（C
hrom

ebook

）
機
器

一
式
の
購
入
業
者
及
び
購

入
金
額
が
決
定
し
た
た

め
、
５
月
30
日
に
仮
契
約

を
締
結
、
議
会
の
議
決
を

経
た
後
、
本
契
約
を
締
結

す
る
。

　

契
約
の
方
法
は
、
徳
島

県
と
の
共
同
調
達
（
一
般

競
争
入
札
）
に
伴
う
、
地

方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
７
条
の
２
第
１
項
第

６
号
に
よ
る
随
意
契
約
と

な
る
。

物
価
高
騰
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
お
け
る
追
加
交

付
限
度
額
に
つ
い
て

物
価
高
騰
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加

交
付
あ
り

　

交
付
金
の
追
加
交
付
限

度
額
は
７
５
１
万
９
，

０
０
０
円
。
交
付
金
の
充

当
事
業
は
、
当
初
予
算
で

「
水
道
使
用
料
の
２
か
月

分
免
除
」
と
「
学
校
給
食

費
保
護
者
負
担
分
の
１
年

間
免
除
」
の
２
事
業
で
、

そ
れ
ぞ
れ
当
初
交
付
金
充

当
後
の
一
般
財
源
部
分
に

充
当
す
る
た
め
、
一
般
会

計
及
び
水
道
事
業
会
計
予

算
の
補
正
の
追
加
提
案
を

提
出
。
水
道
事
業
会
計
に

つ
い
て
は
、
こ
の
予
算
の

追
加
補
正
の
中
で
、
交
付

金
に
係
る
補
正
の
ほ
か
、

企
業
債
の
借
入
れ
利
率
を

現
行
の
「
３
％
以
内
」
か

ら
「
５
％
以
内
」
に
条
件

を
引
き
上
げ
る
補
正
も
行

う
。
長
年
続
い
た
低
金
利

政
策
が
解
除
さ
れ
、
市
場

の
金
利
が
上
昇
し
て
き
た

こ
と
に
対
応
す
る
も
の
。

町
制
施
行
70
周
年

記
念
映
画
「
道
草

キ
ッ
チ
ン
」
に
つ
い
て

映
画
公
開
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
報
告
あ
り

　

町
制
施
行
70
周
年
記
念

映
画
「
道
草
キ
ッ
チ
ン
」

に
つ
い
て
、
東
京
で
は
11

月
22
日
の
公
開
予
定
、
そ

の
後
、
全
国
の

劇
場
で
も
順
次

公
開
さ
れ
る
と

の
こ
と
。
ま
た
、

東
京
で
の
公
開

に
先
駆
け
て
、

徳
島
で
の
先
行

公
開
を
11
月
７

日
よ
り
イ
オ
ン

シ
ネ
マ
及
び
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
北

島
で
上
映
す

る
。
な
お
、
常

任
委
員
協
議
会

に
お
い
て
は
、

キ
ャ
ロ
ッ
ト

ケ
ー
キ
を
配
布

す
る
案
な
ど
、
こ
の
映
画

の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
の

協
議
も
行
わ
れ
た
。

～仮契約の内容～
●会社名
　「テルウェル西日本株式会社」

●契約金額
　3,989 万 3,513 円（１台当たり４万 2,440 円）

●納入機種
　ASUS　Chromebook（11.6 型）

●納入台数
　合計 940 台
　　　東小学校：382 台　　中学校：307 台
　　　西小学校：116 台
　　　南小学校：135 台

11 議会だより いたの 2025 年９月
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研 修 会
 

令
和
７
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

　
５
月
27
日
、東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、

「
令
和
７
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防

災
担
当
）
付
参
事
官
（
防
災
デ
ジ
タ
ル
・
物
資
支

援
）
松
本
真
太
郎
氏
に
よ
る
「
広
域
災
害
対
応
を

含
め
た
自
治
体
の
災
害
対
応
力
強
化
に
不
可
欠
な

『
防
災
D
X
』」、
明
治
大
学
名
誉
教
授
青
山
佾
氏

に
よ
る
「
平
成
か
ら
の
災
害
に
学
ぶ
復
旧
・
復
興

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
」、
同
志
社
大
学
名
誉
教
授

新
川
達
郎
氏
に
よ
る
「
災
害
と
議
会
・
議
員
の
役

割
」
と
い
う
災
害
が
テ
ー
マ
の
、
３
つ
の
研
修
を

聴
講
し
ま
し
た
。

４
月

９
日	

板
野
東
・
西
・
南
小
学
校
入
学
式

	

板
野
中
学
校
入
学
式

14
日	

徳
島
市
議
会 

正
・
副
議
長
来
訪
（
就
任
挨
拶
）

18
日	

板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会　

26
日	

阿
波
市
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

29
日	

藍
住
町
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

５
月

９
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

13
日	

松
茂
町
議
会 

正
・
副
議
長
来
訪
（
就
任
挨
拶
）

20
日	

北
島
町
議
会 

正
・
副
議
長
来
訪
（
就
任
挨
拶
）

21
日	

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
議
会 

臨
時
会 

24
日	

板
野
東
・
西
・
南
小
学
校
運
動
会

26
日	

議
会
運
営
委
員
会

	
�

徳
島
環
状
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
第
33
回
総
会

27
～
28
日

	

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
東
京
都
）

	

地
元
国
会
議
員
意
見
交
換
会

	

板
野
郡
町
議
会
議
長
会
研
修
会

30
日	
板
野
町
商
工
会
総
会　６

月

３
日	

�

６
月
議
会
定
例
会
１
日
目
（
開
会
・
町
長
提
案
理

由
説
明
等
）

	

議
員
全
員
協
議
会

４
日	

厚
生
常
任
委
員
協
議
会

５
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

６
日	

総
務
文
教
常
任
委
員
協
議
会

11
日	

６
月
議
会
定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

12
日	

６
月
議
会
定
例
会
３
日
目
（
議
案
審
議
・
閉
会
）

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

25
日	

県
議
長
会
役
員
選
考
委
員
会
臨
時
総
会

28
日	

板
野
町
戦
没
者
追
悼
式

29
日	

鳴
門
病
院
ヘ
リ
ポ
ー
ト
完
成
記
念
式
典
内
覧
会

議
会
の
う
ご
き
・
出
席
行
事
等

傍
聴
の
ご
案
内

　
定
例
会
は
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
に
開

催
し
ま
す
。
議
場
で
ど
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い

る
の
か
、
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。
お
問
合
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
。

�

電
話 

０
８
８
（
６
７
２
）
５
９
９
１

議
会
だ
よ
り
意
見
募
集

　

議
会
だ
よ
り
を
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
す

る
た
め
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
ご
意
見
い
た
だ
け

る
方
は
、
下
記
の
連
絡
先
（
電
話
・
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
）
ま
で
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
板
野
町
議
会
だ
よ
り
も
10
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
議
会
の
定
例
会
ご
と
に
出

稿
し
て
２
年
６
か
月
に
な
り
10
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
１
回
２
回
目
よ
り
、
だ

い
ぶ
ん
見
や
す
く
読
み
や
す
く
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
委
員
会
と
し
て
は

勉
強
を
か
さ
ね
、
よ
り
内
容
を
深
く
確

実
に
し
、
町
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

�

議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員
長

�

　
東
條　
昭
二

記後集編
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